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・はじめに 

もし私の目の前に，IODP（International 

Ocean Discovery Program）に乗船研究者

として参加するかで悩んでいる学生がいた

としたならば，私は迷わずに「ぜひ，乗船す

るべきだ！」と答えるだろう。JOIDES 

Resolution（JR）号での 2ヵ月はアッとい

う間であったが，私の研究に対する考え方

を変えるのには十分であった。 

正直なところ，私が所属している研究室

には JR 乗船経験者が多かったためか，乗

船への応募を決意するまでは，妙に斜に構

えており，文字通り「乗り気」ではなかった

のを覚えている。乗船して得たことはもち

ろん多かったが，航海中は失敗したことも

多々あった。そういうプロセスも含めて，

JRはまさに「研究者」というものを「学ぶ」

には，素晴らしい環境であるといえる。その

ことについては，乗船経験がある学生なら

必ず同感してくれると信じている。 

・乗船までの経緯 

 事の始まりは，北海道大学で国際シンポ

ジウムが開催された 2014年（当時 D1）の

2 月。私が初めての英語での口頭発表を終

えたまさにその日，私の英語力の低さをみ

かねた共同研究者である N 教授が，「安藤

は IODP に参加して船に乗るべきだ」と言

ったことから始まる。事実，私のシンポジウ

ムでの発表は酷いものであったし，飲み会

の席では同席した IODP 参加経験のある同

期や先輩と比べても，外国人研究者との会

話が少なかった。そして，2ヵ月ほど経った

ころ，同じくN教授から私の指導教官であ

る沢田先生に「今，乗船研究者を募っている

航海に応募したらどうか？」という提案が

あった。私はシンポジウムの一件もあり，航

海の内容への興味というよりも単なる悔し

さから，乗船を決意し，応募をすることにな

った。リサーチリクエストを提出する際に

プロポーザルを熟読したが，特に興味を持

ったのは，航海の本来の目的とは違ってい

るものの，ターゲットのひとつでもあった

Ninety East Ridge の K-Pg（白亜系－古第

三系）境界層準試料を用いた絶滅境界期前

後での基礎生産者の変化の復元だった。 

その後，幸いにも Sedimentologist とし

て乗船させていただくことになったので，

予防接種や健康診断などの準備を済ませた。

そして，10月初旬に日本人乗船研究者の顔

合わせも兼ねて，高知コアセンターでプレ

クルーズトレーニングを行なった。同じ大

学の山本先生とは前から面識があり，分野

も近いので良くお話しする機会があったの

だが，JAMSTEC の臼井さんと浦本さんと

はそこで初対面だった。3 人ともとても頼

れる存在で，乗船前の不安はプレクルーズ

トレーニングとそのあとの飲み会を通して

解消することができた。また，Ninety East 

↑ 洋上の JOIDES Resolution (JR)号 



Ridge の K-Pg 境界層準は過去に掘削され

たコア試料がコアセンターに保管されてい

たので，岩相記載とスメアスライド作成の

練習も兼ねて事前に観察することができた。

サンプリングパーティはその半年ほど後

（実際には 1 年後であったが…）に同じく

高知コアセンターで行われることが予定さ

れていたので，再び高知に帰ってきた際に

は研究者として成長していることを願いつ

つ，高知から北海道に戻っていったことを

今でもよく覚えている。 

・いざ，乗船のとき… 

 2014 年の 11 月 29 日に出発港のあるシ

ンガポールに到着した。乗船前夜は，近くシ

ョッピングモールのフードコートで山本先

生と臼井さんと食事をした後，思ったほど

緊張せずに熟睡ができた。そのためか，もし

くは，5日間の寄港期間を知らず，すぐ出港

するのだと勘違いしていたためか，翌朝ロ

ビーに集合した際にはやたらと張り切って

いた。特に，長年趣味としてきたトランペッ

ト（プラスチック製）を持っていたので，そ

れをネタにしていたのだが，周りには乗船

前にハイになった鼻息の荒い学生としか見

られていなかっただろう。今思うと恥ずか

しい。そして移動…。バスでシンガポールの

街を抜けて港に着き，桟橋を歩くと，目の前

に大きな船があらわれた…JR号である。 

乗船後は，部屋割りや注意事項などの説

明があった。海賊の問題もあったので，特に

避難訓練は入念であった。深刻な問題であ

るのに，のちに外をみて小舟がくるなり，冗

談で「Pirates!!」と叫んでいた私はひどい学

生である。寄港中は夜の外出は可能だった

ので、出港予定の 12月 4日までは，かなり

の自由時間もあった。そもそも堆積学に自

信がなかったのもあり，記載法の確認も含

めて船内における作業方法を入念に確認し

ていたので，あまり外出はしなかったが，何

度か街に繰り出してシンガポールを楽しん

だ。その時点では，海外の研究者の話す英語

は全くというほど聞き取れずに，かなりい

い加減な対応をしてしまったのを後悔して

いる。後日聞いた話だが，特に逆シフトの人

たちには，それ以降で話す機会が少ないた

めか，その時点で私が物静かであると錯覚

したようだ。最初の 5 日間はアッという間

に過ぎたが，この期間に航海中は少なくと

も英語力の向上をしなければと思ったこと

は，私にとても良い影響を与えた。 

・ゼロ時から始まる岩相記載 

 私は夜シフト（0:00-12:00）になったので，

移動中に夜型にシフトしなくてはいけなく

なった。しかし，多くの大学院生にとって，

昼夜逆転は得意分野であると思うので，テ

クニックを教えずともよいだろう。船上で

の作業で最も幸いだったのは，同じ夜シフ

トの Sedimentologist には浦本さんが一緒

にいたことだ。JR号への乗船経験も豊富な

浦本さんの存在がなければ，私はチームで

孤立していたかもしれない。さて，船はマラ

ッカ海峡を抜けてインド洋へと乗り出して

いった。実は洋上での生活は初めてであり，

↑ 出港！天候はあいにくの雨…。 



船酔いの心配をしていたのだが，期間中は

船が大きく揺れた場合でも全く酔わなかっ

た。臼井さん曰く，「船酔いしない人は運動

神経がものすごく良い人か全くない人か」

ということらしいが，私は間違いなく後者

だろう。12月 7日には最初の掘削地点であ

るベンガル湾南東部に位置する Ninety 

East Ridge（Site. U1443）に到着した。 

 「Core on Deck!」。昨年の久保田さんの

体験記にもある言葉だ。ありがたい言葉で

はあるが，役職によっては，作業中に上の階

に呼び出されるため，あまり嬉しくないら

しい。とはいえ，今回の航海の場合は

Sedimentologistであり，時間に余裕があっ

たので，私の場合は終始ありがたい言葉で

あった。最初のコアが掘削されて船上にき

た際にはもちろん感動したのだが，その後

は一緒に記載を担当したボルドー大の

Martinez 教授と「色」や「コンタクト」に

関する議論が白熱してしまったので，若干

の虚しさも含めて，明らかにそちらの方が

強烈な記憶である。 

これまで白亜紀の研究をやってきた私に

とっては，白亜系のチョーク層が記載用の

デスクに上がってきた際の興奮は大きかっ

た。ベッドのある下の階から上がってきた

とき，コア記載用のデスクでは K-Pg 境界

相当（実際には残念ながら不整合であった

が…）の堆積物をちょうど昼シフトのメン

バーが記載していたところであった。実は

なんとなくの計算をしていて，「このままだ

と（お目当ての）K-Pg境界の堆積物が上が

ってくるのは昼シフトの終わりころだ」と

察したので，その日は少し早めに起きてい

たのだが…。いずれにせよ，感動的な瞬間で

あったことに相違ない。その後は白亜紀の

堆積物の記載を堪能して，再び Holeが変わ

り，更新統から白亜系の堆積物の記載を繰

り返した。そして気付いたころには，最初の

地点の掘削・記載が終了していた。 

・クリアランスとクリスマス 

 そして，空白の 1週間が始まった。実は，

サイトを移動した時点でまだインド政府か

らの掘削許可（クリアランス）がとれずにい

たのである。なおかつ，クリアランスを得る

条件がインド人の研究者 3 人を乗せなるこ

とであるにもかかわらず，今度は入港許可

が下りない…。結果的に，12 月 15 日から

23日の 9日間はインド洋で行く先もなく漂

流することになった。その間，私は研究紹介

の場（Sloth talk）をもらったり，各国のト

ランプゲームで盛り上がったり（その中で

Martinez 教授と和解），クリスマス・コラ

↑ 日の出を見守る（＝休憩中の）研究者たちの様子 

↑ コア記載について真面目に議論（のフリ）！ 



ールの練習に参加し，トランペット用の楽

譜を準備したり，英語の勉強をすることが

できたので，ハッピーだった。だが，基本的

に船内のムードは良くなかった。最終的に

次の航海（Exp. 354）で掘削する予定だっ

た場所で掘削を行なう決断をした。 

そして，クリスマス。約 10日ぶりに試料

（U1444）の記載が始まった。タービダイ

トの多い試料で岩相記載としては，やりが

いがあった。ちょうどその日，例のクリスマ

ス・コラールが行なわれた。尺八を持参した

臼井さんは私と共に管楽隊を結成し，山本

先生はコーラス隊に参加した。会自体は思

いのほか盛り上がった。それと同時にこん

な状況でもクリスマスを楽しむ欧米の研究

者やクルーをみて，こちらまで緊張が和ら

いだ。そして，2 日後の 12 月 27 日。よう

やくインド・Visakhapatnam港への入港許

可が下りた。 

・年明けて…。息を吹き返す JR。 

 Visakhapatnam 港に停泊はしたものの，

港の中からは出ることができず，基本的に

JR号の中で生活をしていた。海鳥や桟橋を

駆け回るリスのみではインド亜大陸の自然

は満喫できなかったが，逆に外出が許され

ないだけ異国感は強かった。インド人研究

者 3人の搭乗を待って，大晦日 12月 31日

の早朝に船は再び出港した。ここで驚くべ

きは，この間に中国の研究者である Zhou教

授が昼シフトから夜シフトに移動したこと

である。私と同室であったので，代わりに私

が昼シフトに…という話だったが，幸いイ

ンド人の研究者が 1 人 Sedimentologist に

昼シフトで加わり，私と同室になったので，

私はシフトを変えずに済んだ。 

新年へのカウントダウンパーティーは

（予定していた）掘削の再開のお祝いも兼

ねて盛大に行なわれた。私と臼井さんも演

奏を披露し，多くのメンバーがダンスパー

ティーを楽しんだ。元旦には乗船研究者の

最年長者と最年少者で JR 号の鐘を鳴らす

行事がある。私は最も若いと思っていたの

で期待をしていた。しかし，なんとイギリス

人の Sam はたった 1 日だけ私よりも誕生

日が遅かった。なんたる偶然である。 

そして，元日の夜に掘削が再開して，2日

には私たちのテーブルへとコアがやってき

た。ここからは遅れた 2 週間を取り戻すか

のようにU1445~1448の 4地点での掘削が

急ピッチで進められた。特に後半のアンダ

マン海での掘削は，記載の整理やレポート

のまとめにサンプル・リクエストと，かなり

慌ただしかったのを覚えている。そんな忙

しさをよそに，インド人研究者が持ってき

た卓球セットを用いて，インド東岸沖から

アンダマン海への移動中，船内で卓球大会

が行なわれた。船の上の卓球は運動神経ゼ

ロ（前述）の私にとっては大変であったもの

の，ブラウン大 の Huang 教授の熱い指導

もあり，大会では独特の動きが評価（？）さ

れ，アクロバット賞をいただいた。商品はな

いが，この段階で皆にネタにされるような

キャラクターとなれたことは大きいと思う。 

最終的には，Staff Scientistである Leahに

↑ クリスマス・コラールの様子 



「今日の成果は？」と聞かれた際には，

Martinez 教授や浦本さんと一緒になって

「アンダマン諸島まで泳いで行ったから疲

れた」という冗談を言うくらいフレンチ・ジ

ョークに汚染されていた。 

・IODPを知る。そして，航海の終わり。 

 ここまで，あまり研究の話を書いてこな

かったので少しだが書き加える。今回の航

海の目的は，航海の名前にある通り，インド

モンスーン，特に降水量の復元であった。そ

のため，多くの研究者は，タービダイトなど

がなく半遠洋性泥岩が連続的に堆積してお

り，なおかつ堆積速度の速いU1445, U1446

サイトの試料に興味を持った。そうなると，

船内では試料争奪戦が起こる。私は，K-Pg

境界の試料の他にも試料をもらうこととし

たのだが，リサーチリクエストの段階で，競

争率が少ないが有意義に使えそうなU1447

サイトの中新統堆積物をターゲットとする

ことにしていた。幸い，微化石の研究者が共

同研究をしてくれることになったので，そ

のメンバーで話し合い，船上で計画的にサ

ンプリングのプランをたてることができた。

一方で，問題が生じた研究者たちもいたり，

国際的な大規模なチームを作る人たちもい

たりした。多額の予算がつく IODP では，

どのように成果をあげるかというのも重要

な課題である。実は，研究内容や目的という

のは，案外取れた試料をみて船上で決まっ

たりする。そのため，いかに船上で（できれ

ばその前にも）人間関係を作り，自分の位置

づけをしっかり主張するかが大事となって

くる。それぞれの選択がどういう結果にな

ったのかは，あと 2～3年でわかるので，そ

の様子をみながら，今後も IODP と向き合

おうと思っている。 

 さて，エラそうなことを書いてしまった

が，話を戻そう。掘削作業は前述のバタバタ

した雰囲気のなかで 1 月 25 日には終了し，

29日に再びシンガポールに帰港した。その

間は Education Officer でギターの名手で

ある Markus と休憩時間にセッションを

したり，「次の U1449 サイトはシンガポー

ルの港で掘って Takutoの試料にしよう（私

が無酸素事変の研究をしているので）」と

Martinez 教授らと冗談を言ったりしなが

ら，楽しい時間を過ごした。実は，JR号は

港に着かずに，なんと水上タクシーのよう

な小舟でシンガポールの中心地に向かった。

ピストン輸送で少しずつの移動であったが，

映画の脱出劇を思い出させるような光景に

興奮したのか，私は終始ノリノリだった。皆

で同時に船を降りられなかったのは残念で

はあったが，滅多にできない体験をした。 

↑白熱！卓球大会！！（の練習風景） 

↑JR号からの脱出。シンガポール市街をみながら。 



最終的に全員が無事に到着し，ホテルの近

くの飲み屋で次の航海（Exp.354）のメンバ

ーも交えて，その晩は盛大に飲んだ。そし

て，翌日には日本へと帰国した。 

・その後… 

 下船後に変わったこととして，まずは英

語が前よりもだいぶ話せるようになった。

また，海外の研究者との共同研究に意欲的

になった。日本人はどうしても国際的な場

で最初の一歩を踏み出すのを苦手としてい

る。抵抗がなくなったことは強みであるし，

そういう機会を与えてもらったことに，と

ても感謝している。おかげで，2015年の 8

月下旬から 9 月頭には研究発表や研究協力

の依頼を含めて，いくつかのドイツの研究

室を訪問したのだが，不安はなかった。ま

た，そのあと 10月に高知で行なわれたサン

プリングパーティは，乗船研究者の案内も

スムーズにできた。どうやらその間にも英

会話がさらに上達していたようで，久しぶ

りに会った乗船研究者には驚かれ，そこで

更なる信頼関係も生まれた。 

 最初にも述べたが，やはり IODP に乗船

研究者と参加することで，学べることはた

くさんある。今後も多くの学生・若手研究者

に乗船の機会があることを願い，そうなっ

た場合には船上で有意義な研究生活や日常

生活を送ってほしい。 

↑集合写真。皆さま，お世話になりました！ 


